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序 章

唐 ･宣宗の大中年間のこと,宰相崖慎由の家に

男児が出生した｡生れおちたとき厳の下に彫物の

ごときあざがあるのが目についた｡次第に輪郭が

はっきりとするにつれて,それがかつて新西観察

任であったとき慎由が親交をもった瓦官寺の僧の

名であることがわかった｡この児に幼名として僧

にちなんで, ｢篤郎｣の名が与えられた｡この子

は七歳になっても内薫副五一切口にしなかった｡或

日,一人の僧侶がやってきて篤郎に会いたいとい

るう｡会わせると,僧侶は篤郎の頬をなでながら

いった｡

｢これから良い官爵を目ざそうというのに肉を

喰わずに何とする｡｣

それ以来,鰭即は生臭物もロにするようになっ

た｡この子は慎由が晩年になってから､の子であっ

た｡はじめ,人相見に宰相の面態に出世間違いな

い子にめぐまれる相があるといわれ,夫人やお手

附きの侍女たちを見世てどの女性に娠らせたらよ

いのかと問うたが,どれにもその相はないといわ

れた｡ふと思いついて,かつて夜伽の役をつとめ

させた官妓をみせたところ,これこそ件の男子を

生む女性だとのこと｡その通り懐妊して生れたの

が梢即であった｡この縄郎こそ後の宰相姥胤その

人である①｡

この話は唐語林3 夙慧,に見える崖胤の出生

に槌わる因縁話で,どこまで真実であるか保証の

限りではないが何となく崖胤の生涯を暗示する点

がありそうである｡もっともこんな話は崖胤の生

涯をみつめた後の人々が,さまざまの噂話などか

ら作り出したものにすぎぬといえばそれ までだ

が,誰それの一生がそうなるには理由があったの

だという因縁話は,いつの世にも有名人にはつい

てまわるもので,まんざら-から十までを荒唐無

稽としりぞけるわけには行かないものをもってい

横 山 裕 男

ることも認めてよいのではあるまいか｡

第一に唐朝きっての名族と称された崖氏一族の

中にあって,出した宰相は崖慎由がはじめての南

祖房といわれる系統に属する家に生れた胤が,辛

相を続出する家にまで自己の門地を従来の門閥主

義者とはちがった仕方で高めたいと,宰相の地位

に執着するであろうこと｡それは僧侶にあやかっ

た幼名露即にふさわしい潔斉の生活も,立身出世

のためとあればあっさり放棄してしまうほどのす

さまじさであること｡

第二に,官妓の旗からの生まれだということで

は誰しも彼が果して崖氏の血筋なのかどうか疑い

の目で見るにちがいない｡主流派ならざる南祖崖

氏は崖氏一門の中では評価をおとしかねない｡そ

れを避けるためには他の系統の崖氏出身者を何と

してでも政治の表舞台から締出そうとするであろ

うこと｡事実,崖氏の主流派の一つと見られていた

博陵第二房出身の程遠は昭宗 ･乾寧3年 (896)9

月二度目の返咲きを果した崖胤と共に宰相に登用

され,光化3年 (900)9月罷免されてい るが,

この間の継続在位期間が長いにも拘らず影の薄い

存在に終止した｡崖遠は胤の協力者たることより

も胤の敵手である徐彦若 ･王樽の側に立って胤を

牽制することを期待されての同時起用であったと

思われる｡光化3年9月の罷免も崖胤が広州出鋲

の途上からの召還と宰相-の三度目の返咲きの後

の徐彦若 ･王持-の報復的措置と連還するもので

あろうことを推測するに充分な裏附けをもつ(礼

以来,崖胤の死後,崖遠が再生用されるまで甫阻

房以外の崖氏出身の宰相は出ていない｡

唐語林の崖胤の出生に鎚わる因縁話をきっかけ

にして,崖胤の生涯のごく一端にふれるのが,こ

の-篇の目的である｡紙数に限りがあるので,崖

氏の家系,ことに活河崖氏についての若干の問題

と,崖胤と朱全忠との連携による官官設滅とその
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後についてにしぼって考えたいと思う｡

旧店書177 崖慎由伝は,父従 ･伯父能 ･慎由

本人･死安潜そして胤の伝を一括して収載する｡

それによると,この崖氏の一系統の本貫 は清河

(只州)武城県で唐に入って最も早い世代には崖

融が居るが,別に伝が立てられている｡ところが

その伝 (旧居書94)には,｢斉州全節の人｣と記
されで摂由の伝とは合致しない｡そこで同系統の

人といわれながら別伝を立てられている崖昭鋒伝

(旧唐書179)を見ると｢清河の人｣と記すのみ

であり,崖神基伝 (旧唐書77)には ｢貝州武城

人｣と記していていずれも郡又は州名においては

合致する｡ところが,新唐書114には崖融 ･従 ･

能 ･慎由･安潜 ･彦骨の伝を併記するが,その本

質は ｢斉州全節｣とされ,旧居書の融伝と合致す

る｡また崖昭韓は崖胤と同じ新居書223下,姦臣下

に収載されるが,そこには ｢其先清河人｣とある

のみで父祖-の言及はなく旧唐書とは異った記載

をしている｡次に新唐書109 崖神基伝には ｢只

州武成人｣とあり,旧店書本伝及び崖慎由伝と合

致する｡

さて,銭大析 二十二史考異60 旧唐琶 4崖慎

由伝の項には,崖融伝との記載のちがいを指摘し

て,崖慎由伝はその姓望つまり祖先党籍の地をあ

げたのであろうといっている｡とすれば,提供由が

宣宗朝に宰相となってから,改めて自己の系図を

たどってみると父 ･従以後と以前とのつながりが

なくなっていた｡そして崖融はすでに姓望の地と

はちがった,祖先の或る人物 (後述)が本拠を移

した斉州全節の人を名告っていた｡しかし,門地に

関してはなかなか喧しかった慎由は姓望の地清河

武城を名告りつづけたというところであろう｡そ

して旧唐書列伝の執筆者は崖融については別に伝

ありと切離してその場を逃れたのであるらしい｡

また銭氏は慎由の曾祖父勉についても両伝問に記

載のちがいがあることを指摘している｡すなわち

慎由伝に ｢骨祖親の官職は礼部尚書 ･東都留守に

終った｡｣と記すのに,融伝には ｢開元中に中書舎

人をつとめた｣と記している｡このことは,旧唐

書の同じ一系統の家系に属する人々の伝が二つの

異った時期に作られた材料によって書かれたこと

を物語る｡そしで殴由伝に ｢高祖融の官職は国子

司業に終った｡誼を文公と云う｡本人について伝が

立てられている｡｣と記すのと照合すると,清河武

城出の南阻崖氏は融のときには本拠は斉州全節に

かたまっていたことを白状した形になっている｡

世系表によると南朝末の庫部郎中崖霊茂のときに

甫阻を称する崖氏は全節に居住するようになった

のだという｡これは,唐も末期になっても門閥意

識は衰えておらず,とりわけ自己の家系にはたえ

て出なかった宰相でも出すとどんな無理をしてで

も由緒ある門閥に結びつける工夫がされたことを

露呈しているのではなかろうか｡新店書 姦臣伝

の崖昭緑についての記述などはもっと露骨に,

｢其の祖先は活河の人ということだがそれ以上

のことはまっからぬ｡｣

と記し,世間では崖昭舘が宰相になってから清河

崖氏の一族などともちあげるが,本当のところは

わからぬといいたげである｡しかも同じく新唐書

72下表12下宰相世系下(以下 ｢世系｣と略称)に

は,南祖崖氏の本流超の玄孫に位置づけているの

はどういうことなのであろうか｡後にもう少し考

えてみたい｡旧居書本伝にしても ｢清河の人｣と

記した後,阻父と父の名と最終位を記すのみでそ

れ以前には言及しないのは,宰相になってあくど

い働きをしたので浮び出たが,そうでなければど

この馬の骨の崖氏かわからぬといいたげである｡

唐朝きっての名族崖氏で宰相を最低一人を出し

た系統は十房に分かたれるということが新店書

｢世系｣ 崖氏の部に記されている｡それによる

と,崖氏の祖先は斉の丁公仮の嫡子季子に遡り,

季子が公位継承権を叔乙に譲って,采邑を崖に与

えられたことに光源するが,それから30世の掛こ

意加があり,彼は泰に仕え東莱公に封ぜられ二人

の子があった｡長子業と少子仲年である｡業字伯

基は漢の東栄侯に封ぜられ活河郡東武城に盾を構

えた｡これが所謂清河崖氏の源流である③｡仲車

は所謂博陵崖氏の源流である｡二つの流れは長い

時間の推移の問に多くの核拡散を繰返したことは

いうまでもない｡｢世系｣が記すのは文字どおり,

その家系の中で一人でも宰相を出したものについ

て可能な限りの材料蒐集によって探りあてたこと

がらである｡しかし,その記載は必ずしも列伝,

宰相年表と合致するものではない｡そこに多くの

疑問や混乱が生ずるのほやむを得ない｡そこに欧
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陽情らの｢世系｣編著の目的があったのではなかっ

たろうか｡唐代まで喧しかった世系などというも

のも科挙出身者によってしか高級官僚特に宰相に

なることが期待できぬとすれば価値のないものに

なってしまうはずであるが,唐末の門閥出身者は

科挙出身者ともなって宰相を独占しようとした｡

そこに自分の門閥にこれだけの宰相があるという

数字による宣伝が行なわれる余地を生じ,非門閥

出身と思われる者も同姓であれば互に有無を通じ

あおうとしたのではなかろうか｡しかし,それも

所詮つまらぬことだったのだ｡現にたった一人の

宰相を出しただけで消えてしまった家のために世

系をつくればこうなり,崖昭給などはこのような

作意◎がありありと見えるではないかと語りかけ

ているのではないかと思う｡

清河崖氏の系統は,H鄭州房 目許州障陵房

日南祖房 輯清河大房 eE)清河小房 開溝河青州

房を数える｡｢世系｣によってみると,六系統の
それぞれが出した宰相の数は,H削 ､[憤 一人,(j

許州障陵房一人,日南祖房五人,輯 清河大房一

人,飼清河小房三人,的清河青州房一人であり,

その多くは武后中宗期か宣宗以後の時期に属す

る｡

ここで簡単に,宰相となった人々が ｢世系｣の

中にどのように位置づけをされているかをみるこ

とにしよう｡

H却州房 ｢世系｣には蔚から表示 され る系

統O宋から北魂に逃れた蔚が柴陽郡に居を構えた

ので鄭州房と称する｡

崖元怯｡武后朝｡旧唐書90･新店書106｡い

ずれも祖 ･君東について武徳中の黄門侍郎 ･鴻

睦卿と記す｡父についてはふれない｡また子孫

についての記述もない｡｢世系｣による略系図
は別表(2)のようになる｡どうやら,元椋が宰相

になって後に北史にその存在がたしかな崖彦穆

の後につけさせて貰ったのではないかと疑われ

る｡列伝の資料と ｢世系｣の資料とに合致しな

い点があったらしいことも指摘できよう｡

目許州陪陵房｡鄭州房の蔚の子或が許州F蔦陵に

盾を構えたので許州隔陵房と称する｡

崖知温｡高宗朝｡旧居書185上･薪唐書106｡

新唐書本伝には

｢転黄門侍郎情国史,永隆初,以秩卑,特詔

同門下三晶兼備国史｣

とあり,宰相待遇の国史編纂官ということであ

って,宰相の実務にたずさわったとは思えな

い｡｢世系｣には子の名を欠いている｡
日南阻房｡三つの系統がある (別表(1)参照)0

(a) ｢世系｣には君実から表示される系統｡

〃) 崖昭経｡昭宗朝｡旧店書179･新唐書

223下｡旧唐書本伝には祖庇 ･父環につ

いては記すがそれ以鞄 こは遡及しない｡

新唐書本伝には世系については全くふれ

ない｡一方 ｢世系｣は融の子超から出る

系統につなげている｡

(｡)慎由･胤については前述した｡

(b)(C)とともに何故に南阻房に並べ るのか

わからない一缶がある｡｢世系｣には連から
表示する系統｡

崖管｡武后朝｡両唐書とも伝が見当 らな

い｡新唐書63表 3宰相下(以下 ｢年表下｣と

略記)には光宅元年 (684)10月丁酉か ら垂

扶元年 (685)3月までその地位 にあったこ

とを記す｡

(C) ｢世系｣には概から表示する系統｡

崖神基｡武后朝｡旧唐書77･新唐書109｡

いずれも父義玄伝に附伝されている｡父義玄

は隔末大業の乱の際,李密に投じたが用いら

れず,唐に帰順したとあるが,それ以前につ

いては何も記さない｡清河大房 ･小房 ･青州

房と遠祖を同じくする｡清河大房 ･小房 ･青

州房の表に示される北魂 ･北斉時代の著名人

については北史列伝によっていずれも政にた

どりつくことをたしかめることができるが,

この系統の還及び韓については親書32崖道伝

によって知り得る｡しかしその後についてさ

だかにLがたい｡これらを考えあわせると,

これも唐になってからの合譜の所産というべ

きか｡

画清河大房｡｢世系｣には休から表示す る系

統｡

崖亀従｡宣宗朝｡旧唐書176.･新唐書160｡旧

唐書本伝には ｢清河人,祖鋲 ･父誠官散｡｣とあ

り,新唐書本伝には ｢大中時,又有宰相崖亀

従,字玄告｣とあるのみで本貫,父阻にはふれ
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ない｡多分に素姓に疑を存した書きぶ りであ

る｡｢世系｣には祖 ･父の名が旧唐書本伝とは
顕倒してのせられ,曾祖父とされる曙は,旧店

書186良吏伝に記載される崖隠甫の従兄弟の位

置におかれている｡隠甫の祖先は北貌殿中尚書

休にまで遡りうることは,貌書,北史によって

たしかめうるが,包従の曾祖父とされる畔と祖

父錨 (又は誠)の問に直接つながりがあるのか

どうかさえたしかめる手だてがない｡これらの

混乱は,崖亀従の清河崖氏の中における位置に

ついても疑をのこすものに他ならない｡

田清河小房｡｢世系｣には子令 ･公華兄弟から
表示する系統｡

(a)崖蚕｡憲宗朝｡旧唐書159･新唐書165｡

(b)崖鞘っ文宗朝｡旧店書155･新居 書163

⑤｡｢世系｣には宣宗朝に宰相となったとある
が,両唐書本伝,新唐書 ｢年表｣及び資治通鑑

246 唐紀文宗開成4年秋7月甲辰の粂以下に

よると,崖買掛ま,文宗開成4年 (839)7月に登

用され,武宗会昌元年 (841)11月検校吏部尚

書同平茸事として剣南西川節度使に出鋲してい

るので改めた｡会昌以後はいわゆる使相として

出鎮することに終始したらしいことが両唐書本

伝にうかがえる｡

(C)崖彦昭｡怯宗朝｡旧唐書178･新唐書183｡

旧唐書本伝には ｢清河の人,父豊｣とあり,那

唐書本伝には ｢其先清河の人｣とある｡｢世系｣

には,｢父柁｣とあり高祖湛以前二代が空欄と
なって上につづき公華に遡るが,この空欄の存

在が合譜を疑わせる｡このことはまた崖蔓の曽

祖も湛になるので同じことが云えると思われ

る｡小房の正統は世評どおり崖耶兄弟につづく

というべきか⑥｡

開溝河青州房｡｢世系｣には惰之から表示する｡

崖FT｡粛宗朝｡旧店書108･新唐書140｡旧磨

書本伝には,｢清河東武城人｡後貌左僕射 〔崖l,
亮之後,父景曙官至大理評事｡｣とあり,新唐書

本伝にも ｢只州武城人｡後貌尚書左僕射 〔崖〕

亮八世孫｡｣とあって,いずれも,園の出身が北

銃の大官崖亮の血をひく歴としたものであるこ

とは認めている｡しかし,園が生れたころには,

すっかり没落していて,回は幼い頃から身寄り

のない貧しい暮しを余儀なくされた｡開元中,

遺逸の詔挙に応じて合格し,執戦に任ぜられた

が,園は大いに不満であったとも記 され てい

る｡国を除いてこの家系には ｢世系｣にあらわ

れる限りで唐一代さしたる人物を見出せない｡

また別表に見られるとおり回にとって高祖にあ

たる人の名が欠落しているのが気になる｡追逸

の挙に応ずるに当って崖氏の姓を利用した何ら

かの工作があったのではなかろうか｡

以上,清河崖氏出身の宰相たちの系図しらべを

したのだが,同じ様なことがらは博陵崖氏はいう

に及ばず,他の氏族についても引出せるのではな

いかと思う⑦｡

新居書の宰相世系表はなかなか辛抹な皮肉をこ

めた作品ではないかと思う｡列伝などとひきくら

べてよく眺め怪し気なことがらを引出せと読者に

要求しているように思える｡南北朝時代や唐代に

このようなものが作られたら富蓋たる杜撰のそし

りを免れなかったにちがいない｡その非難は北妖

雲の列伝における本質の記述をめぐって貌収にあ

びせられたどころのものではなかったのではある

まいか｡唐末から五代の混乱を経て,所謂名望家

も四方八方に拡散し,遠い祖先について意識する

こともなくなって,ごく少数の好事家を除いてあ

まり系図を語るなどということをしなくなった宋

代においては,この表のような表現では,自分の

祖先や家の継承に不審の眼差しが向けられた,侮

蔑祝されたなどと即座に頭に血をのぼせるものも

なくなっていた｡そこでこのような皮肉な作品の

発表も可能であったのであろう｡

自己の家格の高さを誇ろうとすればどうしても

なるべく古くまで遡って起源を求めることにな

る｡そこに矛盾が生ずる｡系図作りの競争 の結

果,同一の氏のみならず多くの氏が知らず知らず

に同一祖先に集中されて行くが,その祖先の系統

から独立した時期の古いものが良いというような

考え方も生ずる｡例えば,｢世系｣五下に見える
元氏のように,拓抜氏の出自であることは否定し

ないが,拓抜氏は輩帝の孫憎が北方に本拠をおい

たところに生ずるというようなことで元氏は他の

黄帝を最終の祖とする氏よりも高い格にあるとい

いたげである.これほど極端なことは流石に世間

には受入れられなかったが,恰も日本に於いて長

く古く家系を語ると源氏 ･平氏 ･橘氏の出身を称
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する者がすべて自己の家系の皇室との分岐点とな

る天皇をとおして適適芸命,さらには天照大神 ･

伊非諸等にまで行きつくのと同じように,崖氏は

活河も博陵も古く遡れば斉の丁公仮に行きつき,

更に遡ると太公望呂尚を経て,妾姓出自を称する

他の氏とともに,炎帝に行きつくことになる｡そ

のようなことの無意味なことは,政治家としての

評価はその属する家柄によるのではなくて,あく

までも個人的な才腕によることがはっきりするこ

とで確実なものとなった｡祖先のことは直系の五

代前までつかんでいれば充分とされた周･漢の考

え方にもどった宋代の文化遺産の一つにこのよう

な作品があることの意味を感ずる｡

清河崖氏の中に於ける南阻房崖氏についてもう

少し考えてみよう｡旧居書177の史臣日の文には,

｢近代の士族は人物に恵まれ,家門を大いに

繁栄させた｡とりわけ崖氏は清河は崖従,博陵

は崖追以来,まことに名流人士に恵まれたOし

かしながら,崖彦曽が徐州の兵乱にめ/{りあわ

され,崖胤が唐朝滅亡の運命に行きあたり,い

ずれもやり方を間違えてしまった｡好事魔多L

とはこのことではないか｡｣⑧

と述べて活河南祖房は崖慎由の父従の後に人物を

輩出したことを指摘している｡ ｢世系｣によって

見るだけでも従は港南節度使,従の孫胤は宰相,

慎由の弟安潜は太子大槽,従の兄能は嶺 南節度

使,能の子彦骨は徐州観察使となっている｡彦曽

ほ徐州に発生した厩劫の乱の鎮圧に失敗して賊の

手にかかって殺された｡清河南阻房崖氏が今日も

その存在を知られているのは,従 ･能 ･慎由･安

浴,就中,従と慎由によるところが大きかった｡

特に供由が宰相になったことは意味があった｡南

祖房は唐末になってその存在をはじめて承認され

たかのようである｡そこまでに達するには苦しい

日々もあったであろう｡これからは何としてでも

存在を主張しつづける,つまり守成にこころがけ

ねはならぬと感ずるのは当時にあっては当然のこ

とであった｡ここに,唐代きっての名望のはまれ

高い崖氏の名を利用して,これと互角のものとそ

うでないものを厳格に区別することつまり官僚社

会における流晶の峻別の主張が執粉になされるこ

とになった｡新唐書182 劉壕伝に

かつて,崖慎由と宜宗の前で議論したことが

あった｡慎由が流品をよく調べて区別してかか

らねはならぬと主張したのに対して攻がたずね

た｡ ｢王桁は晋の宰相としてとりとめもない虚

名を尊重するあまり流晶にはかり気をとられ政

治を混乱させたあげく晋を永嘉の乱の苦難に追

いこんでしまった｡今日とて流品のことなど先

にして,名実ともなうよう百官を職にはげます

ことをしないとならば,致治の道理をわきまえ

ぬということになるのではないか｡｣と｡これに

は慎由もやり返しようもなかった｡これが原因

となっで殴由は罷免された⑥｡

とある｡劉攻は慎由の主張を貴族主義にとりつか

れて晋宝の南渡の原因を創出した晋の貴族宰相王

桁になぞらえて政治をあやまつものと批判したの

であった｡一方そうした批判があるとしても,崖慎

由らの主張も抜きがたい強固さをもっていた｡一

人でも正規の道を歩んだ高級官僚一店末ともなれ

ば宰相ぐらいしか高級官僚の実質をそなえた者は

なかったが-を一門中に多く出すのでなければ名

族の意味はなくなる⑲｡そうなれば同じ姓の者で

見込みのありそうなのは同族として扱ってやるこ

とも一人でも高級官僚を確保して自己の家系の重

みを増す道と考えられた｡崖昭経を南祖房崖氏の

一族として遇したのもそうした考えに立ったもの

であったのであろう｡そして,そうした措置-の

返礼の意味もあって崖昭経は崖胤の推薦を強く行

なった｡その推薦によって崖胤は宰相たり得た｡

しかし,崖慎由の主張する流品の峻別は,かつ

ての崖 ･慮 ･李 ･鄭 ･王以外に大姓なしとするよ

うなものとはちがっていた｡慎由自身の家がそう

であったように急激に門地を上昇させる家もあり

得ることを否定するものではなかった｡そうした

風潮はとおらなくなっていた｡女を嫁に出すにし

ても相手の現在の門地よりもむしろその将来性を

見ぬく眼力が必要とされた｡唐語林4 企羨に

清河の崖氏では小房が最も著名であった｡崖

程は清河小房の出身であったが,彼の直系家族

は代 楚々州宝応県に根拠を構え八宝崖氏と号し

ていた｡ (中略)程はいくつかの州刺史をつと

めたがこれといった業績もなかった｡ところが

小社宰相 (審権)が程の女たちはみめ露しく情

ある老たちと聞いて息子誘能のもとにもらいう
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けたいと書面で申入れた｡程は頭からはねつけ

た｡そのわけを人に語り聞かせていうには,

｢わが崖氏の一統の中に杜氏の息子が入込む

なんてとても我慢できぬ｣

ということであった｡しかし杜宰相も強い申入

れをつづけて己まぬので,程も観念して八宝崖

氏の家々をあたって一人の姪をさがしだして嫁

がせた｡その後,杜譲能はすはらしい出世で,

その娘も国夫人に封ぜられた｡それなのに程の

実の女たちは鳴かず飛はずであった⑪｡

という説話を収録する｡現在の著名度にばかりた

よっていてはやがて一族の中でもとり残されるで

あろうことを語りかけている｡もっとも,この話

がすべて史実だとすると,程は先見の明があって

そうしたということになる｡何となれば杜訣能は

李茂貞憎Lと興奮した昭宗の命で勝目のないこと

を承知の戦をいどみ,茂貞に内通した崖昭結にお

いつめられて自尽して果てることになったのだか

ら｡

このような南祖房提氏の守成-の途上に期待さ

れたのは良き後継者の獲得であった｡ところが慎

由にはなかなか子が恵まれなかった｡この篇の冒

頭にひいた説話は何としても子がほしいと願う列

の執念をも伝えるのではなかろうか｡

新唐書114 崖慎由伝,旧居書177 提供由伝と

もに慎由の子には胤の名を記すのみ であ るが,

｢世系｣には慎由の子に二人を記す｡長子に昌遺

字胎休,太子賓客｡少子に胤字重体,相昭宗と見

える｡ところが,新唐書223下 姦臣伝に収載す

る崖胤の伝には, ｢崖胤字垂休,宰相慎由子也｣

とあって ｢世系｣と合致するのだが,伝来に世間

では撞慎由には晩年になっても子がなかったが,

奇怪な僧侶に出会ってその術によって授かったの

が胤だったといっていると記していることと ｢世

系｣に二人の子を記載するのとは相矛盾する｡旧

唐書177本伝には ｢胤字昌遇｣とある｡ ｢世系｣

の二人分の諒を一人に合併して詩と字にしたわけ

である｡また唐語林などに見える提胤に鎚る説話

では字垂休を用いるが,通鑑263 昭宗天板 3年

春正月庚午の怪官訣穀の次第の後に附された司馬

光の伍官論に於いては,崖胤にふれる場合には宋

の太祖趨匡胤の諒をさけ字を用いているがそれは

昌遇である｡建胤の字に昌遇を用いた司馬光の判

断がいずこにあったのかわかりかねるが,司馬光

は胤に垂休の字があることを承知していた筈であ

る｡とすれば垂休は胤の若いころの,昌遇-遠き

に光を及はすの意を寓するか-の字は宰相となっ

てから使用したものとして採用したのであろ う

か｡となれば ｢世系｣に記された慎由の子の一人

は消えることになる｡

いずれにせよ崖胤は甫祖房崖氏の期待の星とし

て生れてきたことはたしかである｡そして高級官

僚-の道を歩み出した｡位宗の乾符2年 (875)

進士試験に及第したのをふり出しに,しばらく河

中節度使王垂栄に招かれて幕僚としてつ とめた

後,中央政府にもどって考功員外郎,吏部員外

郎 ･吏部郎中 ･中書舎人 ･御史中丞などを歴任し

た｡この頃,唐王朝は滅亡への道を着実に歩んで

いた｡乾符2年,前年蜂起にふみきった王仙芝に

呼応して黄巣が兵をあげ,広明元年(880)長安 を

陥れ斉帝国の成立を宝した｡位宗ははるばる成都

に都落した｡しかし,中和3年 (883)李充 用の

沙陀軍の手で長安は回復され,翌年,黄巣が失弧

の手にかかって黄巣の乱は平定された.萌巣の乱

を鎮圧する戦を展開している間に頭角をあらわし

た老たちが有力藩鎖の主師となり,名目的に唐の

正朔を奉じているというにすぎず,そのような藩

鋲の均衡の上にのって唐王朝は存在意義を認めら

れていた｡その唐王朝の中枢は,軍隊をにぎり,

次の天子には自分の眼鏡にかなった者を擁立する

など勝手放題を行なった伍官の府 (北司)ににざ

られ,行政の府である宰相の府 (繭司)は,伝達

される天子の意向と称する物を実施にうつすだけ

の存在にすぎなかった⑫｡ けれども,北司にも

南司にもそれぞれの内部に主導権をめぐっての争

がたえず,それぞれの綾袖たちは,自己の主導権

を有力な藩鋲と結ぶことで確立しようとした⑬｡

そのような空気の中に生きるのに,崖胤はなか

なか適した気質の持主であったよ うだ｡旧唐 書

177本伝には,それを説明して,

胤はひそかなたくらみごとに長じたが,それ

を表だたさぬよう権力者の誰とでもそつなくつ

き合いが持てた｡心の中の落ちつかないいらだ

たしさも見かけの慎重さがおおいかくした｡

といっている⑭｡ 慎重な歩みをつづけてきたで

あろう崖胤は,昭宗の景福2年 (893)9月,戸
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部侍即に任じられ同平茸事となった｡宰相として

唐末の政局に参画する第一歩であった｡翌々年宰

相を罷免されることになる同門の崖昭経が強く推

薦した賜物だということであった｡

四

提胤が宰相になってから死に至るまでの推移を

年譜風に表示すると次のようになる｡

景福2年 (893)9月壬辰,戸部侍郎同平茸事｡

乾寧元年 (894)6月,中書侍郎同平茸事｡

〝 2年 (895)3月,護国軍節度使として河

申出鋲を命じられたが果さず｡この年正月

同節度使王重盈の死後の跡目争いにまきこ

まれた結果であった｡

7月,昭宗混乱を石門掛こさける｡

8月,中書侍郎同平茸事｡

この月,崖昭緯宰相を罷免される｡

乾寧3年 (896)7月乙己,武安節度使として

出鋲を命じられる｡この月,丙申,昭宗,

華州の韓建のもとに ｢行幸｣ ｡

9月乙末,中書侍郎兼戸部尚書同平

茸事｡ (朱全忠の後押しによる｡)

光化2年 (899)正月丁末,同平茸事を罷免 さ

れ,守吏部尚書｡

光化3年 (900)2月,同平茸事を帯し清海節

度使として広州出鋲を命じられる｡

6月丁卯,司空門下侍郎同平茸事諸

道塩鉄転運等使｡(朱全忠の後押しによる)

11月己丑,劉季述らのクーデターお

こり,昭宗,少陽院に幽閉｡

天復元年 (901)正月乙酉朔,昭宗反正｡官官

の手中から左右中尉を奪おうとしたが果せ

なかった｡

閏11月 塩鉄使を解任される｡

11月王子,左護軍中尉韓全おら昭宗

を擁して鳳和- 0

仝月,工部尚書を責授される｡

12月,在京百官及び士民を帥いて華

州に遣る｡

天復2年 (902)4月,河中に朱全忠を訪れ,

昭宗の長安-の奉迎を催促｡

天復3年 (903)正月,李茂貞韓全議を斬 り朱

全忠に和を乞う｡

o百官を帥いて行在に赴くことを命じられ

ること再三であノったが疾と称してたたず｡

o丁卯,昭宗を興平に迎え,司空門下侍郎

同平茸事となり三司をも鎖した｡

o兼判六軍十二衛事

4月,朱全忠判元帥府事｡

5月,六軍兵士の増員英語,裁可さ

れる｡

天祐元年 (904)正月 朱全忠に弾該 され,太

子少樽分司を責授｡

o戊申,朱全忠の手兵に固まれ,開化坊の

私第に於いて暗殺された｡

この中で,官官対策に於いて崖胤と朱全忠とが

ほとんど同一歩調をとるきっかけになったと思わ

れる光化3年11月の劉季述のクーデター事件をと

りあげて,この事件の何がきっかけを与えたのか

を探ってみよう｡

五

光化3年11月庚寅,明け方の開門時問をすぎて

も官門の開く気配がない⑮｡何か異変があったに

ちがいないと感づいた左護軍中尉劉季述が中書政

事堂に赴いて崖胤に,自分が内臣の特権を行使し

て様子を調べるからと了解を求め,禁軍兵士を率

いて門を破って宮中に入り一件の次第を調査 し

た｡劉季述の説明では,前夜,苑内での狩猟のあ

との酒宴でしたたかに酔った昭宗が官門管理にあ

たる小黄門官女数人を手打にしたのだという｡こ

のところ過多の飲酒で酒乱気味の昭宗は喜怒哀楽

の変化が激しく憧官や官女たちもびくびくのしど

おしだったのが現実になったのだ｡このままでは

とてもまともな皇帝の役は果せそうもないから太

子を冊立して昭宗には引退してもらうことにする

という決意を劉季述が語った｡崖胤は敢えて反対

はしなかった｡劉季述は百官を召集し禁軍兵士の

監視のもとで崖胤らが連名で太子の監国を請う案

文を作成し署名するよう求めた｡皆の署名が終る

と劉季述 ･右軍中尉王仲先･枢密使王彦範 ･薫斉

慣ら恒官の主だったところが甲士千人を思政殿に

通ずる窒化門外に待機させ,劉 ･王両名は窒化門

を開かせるために朱全忠の宣武軍からの進奏官程

巌ら十余人を伴なって接見されるよう請うた｡門

がひらかれ劉 ･王両名が登殿したのをきっかけに

兵士が門内に雪崩こんだ｡仰天して逃げようとす
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る昭宗を劉 ･王両名が両舷を支えて坐につかせた

ところへ,事変を聞きつけ皇后がころげ込むよう

にしてやってきて,何事かあったのなら劉 ･王両

名の指図に従うからおだやかに説明してほしい,

と云った｡これにこたえて両名は百官の奏文を示

して昭宗に引退をせまった｡昨夜の出来事はお前

たちとしたたか飲んだ後のことで覚えがないなど

とぐちをこぼす昭宗に皇后はさっさと劉季述らの

言い分をみとめるよう説得し,伝国の聖を劉季述

にわたした｡皇后と同じ牽輿にのせられた昭宗は

僅か十余人の侍従をつけられ少陽院に送られ幽閉

された｡門は厳重に閉された上にとかした鉄で固

められる念の入りようであった⑮｡

劉季述は皇帝の詔書が下されたといいたてて太

子裕を迎え,翌日には太子が即位し名を損と改め,

昭宗は太上皇 ･皇后は太上皇后と称されることに

なった｡崖胤を殺してしまいたい気拝はあったが

朱全忠を伴って宰相の地位にとどめた ままに し

た｡このことが劉季述一派の没落を招き,昭宗,

崖胤の匡官抑圧策を強化させ,韓全訴一派の最期

の抵抗行動としての鳳拘行幸の強制に走らせるこ

とになったが,結果としては属官訣減を一気に実

現させることになってしまった｡

右軍中尉王仲先はなかなかこまかい人物で,中

尉就任以来財政帳簿は徹底的に監査し,少しでも

横領･横流しの事実を発見するときび し く糾弾

し,横領着服分,拭流しで得た利益をも加えた負

債の取立ても有無をいわさず行なった｡禁軍将士

はほとんどが匿に傷を持っ身なので動揺と反感が

あるようであった｡この気配を察した提胤は禁軍

の主だった指揮官の中からク-デタ-に不満をも

つ者を探り出し左神策指揮使孫徳昭を味方につけ

反劉季述行動に協力する仲間神策部将董彦弼･周

承嘉をかたらって除夜の夜,安福門外に伏兵をお

いて入朝する劉季述らを逮捕する手筈をととのえ

た｡計画は実行され成功し,天復元年正 月乙酉

朔,昭宗は無事故出された｡これを天復反正とい

う｡短時日の問の皇帝であった太子は元の徳王裕

にもどされ生命は保証された｡

4月丁丑,天下に大赦令が和告され元号を天復

と改め,文宗の大和9年 (835)甘露の変の犠牲

になって賊臣扱いをされてきた王涯ら十七家の名

誉が回復された⑰｡ これから崖胤がとるであろ

う強硬路線への決意のほどが示されたものといえ

よう｡

ところで,朱全忠が提胤と結んで官官設減に精

極的になったのは,この劉季述のクーデタ-以後

のことであった｡朱全忠がク-デクーの知らせを

聞いたのは対抗馬李克用の定州留後王処直攻撃の

ための定州行常においてであった｡すぐさまとっ

て返して大梁に到着した12月戊辰,劉季述がさし

むけた養子劉希度が唐の天下を朱全忠にわたして

もよいからと協力を求めて来た｡ついで供奉官李

奉本が太上皇の言Fiと称するものを持参して朱全忠

に示した｡これらの扱いを幕僚たちを集めて協議

した｡朝廷のことなどに干与するなという大勢の

中でただ一人天平節度副使李振⑬が反対した｡

｢王室の難儀は覇者たらんとする者にとっても

ってこいの好条件である｡今,貴方が置かれてい

るのは唐に於ける斉の桓公 ･晋の文公の立場であ

って,今が勝敗の分れ目といえよう｡劉季述など

はたかの知れた官官にすぎない｡それが天子の幽

閉 ･廃立を行なったというのに,貴方がこれを討

つこともできぬというのでは諸侯に号令するなど

とてもかなわぬ夢になってしまう｡それに幼主が

天子の地位に諮ついてしまえばそれこそ天下の大

権は恒官の手に帰してしまう｡それでは,天子の

後見役の地位を他人に渡すことになってしまうで

はないか｡｣

これを聞いて疏然と悟るところがあった朱全忠

は,ただちに劉希度 ･李奉本を監禁し,李振を京

師に派遣して事態をこまかに調査させ,李振の帰

還後は信頼する部将蒋玄曙を派近して崖胤と連絡

させた｡また,劉季述らの思政殿乱入の手引役を

果した進奏官程巌を大梁に召還した｡昭宗反正の

知らせを受けると程巌は両脚を折った上で京師に

械送し,劉希度 ･李奉本らは大梁の広場で斬刑に

処した｡

こうして,劉季述事件に対する朱全忠の態度を

見ていると,朱全忠と劉季度との問にはかねてか

ら何らかのつながりがあったのではないかとの疑

いを持たざるを得ない⑲｡

劉季述は,昭宗即位に一役買った人物であり以

来官官の首福株が何人か姿を消していった中にあ

って枢密使 ･左軍中尉の地位を堅持してきた人で

ある｡そのような橿官の指導的地位にある人物と
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結ぶことは朱全忠にとっても無意味なことではな

い｡また,いつ何時,他人にとってかわられるかわ

からぬ不安定感に悩まされる劉季述には着実に力

を蓄えた藩鋲主軸としての朱全忠と結ぶことが必

要であった｡両者の関係はもちつもたれつになっ

ていた｡そうでなければ劉季述が唐の社稜を朱全

忠に渡してもよいなどと協力を申入れるなどとい

うのは不自然なことである｡思政殿乱入の兵士の

引入役を果した者の中に朱全忠の進奏官程巌があ

ったが反正の際京師に械送されたのは この男だ

けで,劉希度･李奉本は大梁で殺してしまっている

が,これは密使をうけていた事実を抹消しようと

する意図からであったにちがいない｡

一方,崖胤は朱全忠と劉季述との問がどの程度

のものであるか承知の上で朱全忠と結び,両者を

利用することで朝廷内に於ける自己の地位の安定

をほかったのであろう｡慣官にはきらわれた彼が

クーデター騒ぎの際,殺されずにすんだのは,朱全

忠の協力をとりつけるまでは崖胤には手をつけら

れぬという劉季述のためらいがあったこともある

のではないだろうか｡以後,朱全忠は,纂奪の見

透しがたつまで崖胤の官官抑圧に協力し,在胤の

すすめもあって洛陽に一時昭宗を遷そうとして,

鳳和への一時違居を求める李茂貞に保護を要めた

韓全語らの官官と対立し,一時,鳳糊へ昭宗 の

｢行幸｣をゆるしたが,持久戦によって李茂貞を

屈服させ,韓全誼らを斬らせて昭宗を長安に迎え

て功績第一とされ,諸道兵馬副元帥からやがて判

兵馬元帥事となり慕奪の下準備を着 整々えること

になるという明るい将来への踏切台に,この事件

はなった｡

終 章

天枯元年 (904)正月乙巳,かねて朱全忠から提

出されていた崖胤の専権を弾該し訣穀を要請する

申入れに対して,朝廷の決定が発表された｡程胤は

すべての官爵を剥奪されて太子少侍を貢授され,

崖胤の片腕役であった京兆ヂ鄭元規は循州司戸に

乾された他それぞれの処分が行なわれたが,訣毅

についてはとりあげられなかった｡三日後の戊中

の口,崖胤は居合わせた鄭元規ら親しい者たき数

名とともに朱全忠のさしむけた宿衛の兵士の手に

かかって長安開化坊の私第に果てた｡

前年正月,鳳和から昭宗を迎え,宰相に返咲い

た崖胤は徹底的な怪官排除策をおしすすめ,恒官

の手ににざられていた諸司任はすべて廃止して権

限を三省九寺の管轄に戻し,各薄鋲への監軍派遣

もとり止めとした｡その上官官の中で位階低く幼

弱な老三十人を残して数百人に及ぶ在京の恒官を

内侍省に駆りたててきて殺害し,当日京師以外の

地にある者は各地に伝達して見かけ次第殺させる

ことにするという徹底ぶりであった｡詔命の伝達

などには女官があてられることになった｡禁軍に

対する指揮監督権は崖胤自身が総括することにし

判六軍十二衛を領した｡すべて朱全忠の後盾があ

ったことは云うまでもない｡匡官を撲滅したあと,

全('直官がなくてすますわけにも行かぬので少

数を新しく召募したが,それは朱全忠の女婿王格

が統轄する成徳藩鋲管下の出身者に限られた｡成

徳は風俗に軽薄さがなく住民の性質が謹直純朴だ

からというわけであったがそれは表向きで官官も

朱全忠 ･崖胤派で固めようとの意図からであるこ

とはいうまでもなかろう｡その朱全忠･崖胤路線が

何故にかくも簡単に崩壊したのであろうか｡

政治の大権を自己の手中に収めた崖胤は何より

も軍備をゆるぎないものにしたいと考えた｡今ま

で連携してきた朱全忠にも関中にまで勢力範囲を

拡大して以来天下去奪の志が生まれた よ うであ

る｡それをおさえるためにも六軍の拡充は焦眉の

急務と感じられた｡

崖胤が朱全忠に纂奪の志を見てとったのは,昭

宗が朱全忠の功に酬いるために皇子を天下諸道兵

馬元帥に任命し,朱全忠を副元帥にあてる際の元

帥たるべき皇子として朱全忠が輝王砕 (後の昭宣

京帝祝)の推薦方を強く求めた時であった｡崖胤

の推薦に対して昭宗はもっと年長者として濃王が

あるではないかとこだわったが崖胤は輝王を推し

つづけた⑳｡崖胤にはかつて朱全忠が口をきわめ

て徳王をそしり,王位にあることさえけしからぬ

のに崖胤がそのことを申立てぬのが怠慢であるよ

うにいった記憶があった｡そして崖胤は朱全忠の

言を忠実にとりつぎ,昭宗も王位は奪いはしなか

ったものの部昆住みの地位におくことにしたと思

えたのに今ここで年長者として濃王にこだわった

ことに割切れぬものを感じた⑳｡朱全忠の意向ど

おりに輝王を推しつづけたが,朱全忠には何らか

の思惑があって輝王推薦を希んだにちがいないと
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思われてきた｡その思惑とは,元帥に幼王 を据

え,実権は副元帥たる自己の手中に収めることで

軍事大権を天子公認のものとして承握し,纂奪-

の布石にしようとすることにちがいない｡その確

信は,4月,朱全忠が判元帥府事を領したことに

よって揺ぎないものとなった｡両者の間は何とな

くぎくしゃくしてきた｡亀裂は,5月,崖胤が提出

した総計六千六百人の六軍増員計画が承認され,

京師の東西の広場に於いて募集と選抜が行なわれ

るにいたってさらに拡大した｡朱全忠は,崖下の

兵士たちを浮浪者にしたてて六軍兵士公募に応じ

させ,内部事情をさぐらせた｡彼らの通報による

と,密偵がもぐり込んだとは気づかぬ崖胤らは,

城外の寺院 ･仏像を慧して銅鉄材を調達して兵器

製造に大童であるという⑳｡朱全忠の崖胤排除の

意向はかたまり,天祐元年正月の実行に移された

わけである｡

崖胤の死から十日後の丁巳の日,朱全忠は洛陽

への遷都を強要し認めさせた｡翌日には長安在任

の士民はすべて洛陽-の移住を強制された｡彼ら

は口々に,今日自分たちにふりかかった災厄は崖

胤めが招きよせたのだと罵った｡移住者の列は一

ケ月余もひきもきらずにつづいたという｡五日後

の壬戊の日には昭宗とその一行が長安を後に洛陽

にむかった.天子のための宮殿などはかねてから

修復工事が行なわれていたが,長安在住の士民を

も移住させるとなると多数の住居が必要となる｡

その上,官庁舎や宮殿の不足もあり多量の建築資

材が必要となったことと,昭宗や百官士民に故都

恋しさの懐を抱かせぬためには長安を徹底的に破

壊するにしくはないこととの一挙両得策から,す

べての建造物を解体して材木を筏に組んで洞水を

経て洛陽にまで河下りをさせることにした｡こう

して世界帝国の中心として東西文化の粋を集めた

繁栄をほこった長安も一朝にして虎雄と化した｡

朱全忠の纂奪実現までにはもうあと一 歩であ

る｡終局的に事態をここまでもちこんだがため

に,多くの史家によってその責任の大部分が崖胤

の肩にかぶせられてきた｡それは果してすべて妥

当といえるのであろうか｡

新唐書は崖胤を姦臣伝に列したことによって評

価をあらわにし,旧暦書も,櫨胤伝に太子少将支援

の制を長々と引用することによって責任を問うて

いるかのようであり,また,朱全忠のために纂奪

の実現のための設計図をひいてやったが余りにも

朱全忠が実行をいそぎすぎるのに危機を感じて自

己の身を護ろうとして殺されたかのように記し,

昔から盗賊と運転したために宗族 ･社稜を覆えし

亡した者は数多いが崖胤のごとくすさまじい者は

なかったと結んでいる｡しかし,私は司馬光の見

方に共感を覚える｡通鑑264 天祐元年正月戊 中

の条に附された通鑑考異の按語に,

建胤が人目につかぬところで悪だくみを働い

たことには貢めても責めきれぬ罪があるであろ

う｡しかし,朱全忠を召しよせたのはもともと

全忠の兵力を仮りて恒官を排除しようとしただ

けのことにすぎなかった｡恒官がすっかり訣滅

されてみると,全忠の兵勢が前にまして強いも

のになり,ついには纂奪まで志すようになって

しまった｡そこで崖胤はまたしてもいつわりあ

ざむいて全忠を亡き者にしようとはかったが,

全忠にそれとさとられて殺されたのだ｡若し唐

が提胤の存在が一因になって滅びたというなら

ば,それはそうであろう｡けれども,旧唐書列

伝に ｢胤は全忠のために王者となるための方策

を図ってやった｣と云い,実録に ｢胤の志は唐

酢を滅すことにあった｣と云うようなことは恐

らくあたらぬであろう｡胤は唐に仕えてすでに

筆頭宰相であった｡それなのに唐を減して梁を

たてることで彼自身どのような利益を受けとる

というのか｡仮りに胤にそうした気指があった

とするならば,全忠の纂奪が速かに行なわれぬ

ことを苦にしたはずである｡どうして纂奪の実

行を妨げようなどと謀ることがあろうか｡これ

こそ所謂天下の悪名が皆一つところに集中する

ということで実際はもっと割引いて評価せねは

ならぬことなのだ云 ｡々

とあるのがそれで,崖胤を朱全忠の去奪の協力者

として責任を問うことの行きすぎを指摘している

のだが,そのような感じを抱せるところが通鑑の

崖胤の事績についての記載の中に多く見出すこと

ができる｡そして,それが互に矛盾する点を感じ

させる⑳｡私は櫨胤が唐末に於いて果した役割に

ついての評価は,唐の後継者が朱全忠でなく誰で

あったにしろ非難以外の何物でもなかったであろ

うと思う｡ (1979年8月1日)

-78-



補 注

①新居書223下 姦臣下に収める崖胤伝末 を参

照して潤色した所があることをおことわりする｡

②新唐書63表3宰相下 光化3年参照｡

(参別表(1)参照｡

①合譜について｡このような作意をして望族の

-支脈に加えてもらうのを合譜というが,一般か

らは卑しまれたとはいうものの相当広範に行なわ

れたらしい｡旧居書81 李敬玄伝に,｢敬玄,宅
州誰人也｡-久居選部,人多附之,前後三姿,皆

山東士族o又与遇郡李氏合譜,故台省要職多是其

同族婚購之家｡｣とあるのがその例で,｢世系｣に
はたしかに記載されているが,北史には敬玄の系

統についてふれるところがない｡まさに合譜の代

表というべきであろう｡なお,語学については,

内藤湖南 ｢支那中古の文化｣第十講貴族中心時代

(『内藤湖南全集』10 筑摩書房)参照,更に詳

考したものとして,宇都宮清吉 ｢唐代貴人の一考

察｣ (『中国古代中世史研究』創文社)｡

⑤所唐書163 崖郡を筆頭とする活河小房崖氏伝

の末尾に,その繁栄隆盛が宣宗を感歎させたこと

を記す｡

⑥注⑤を参照｡なお,唐代,活河崖氏の門流の

中で小房崖氏が最も著名であったことは唐語林4

企羨 大原王氏に見える｡

⑦注④にひいた李散玄の例などの頬はもっとあ

る筈であろう｡

⑧史臣日,近代衣冠人物門族昌盛,従/'･9之後,

定富名流,而彦骨属徐乱之秋,胤接李亡之数,計

則謬臭｡ (下略)

⑨嘗与崖慎由議帝前,供由講究別流晶,攻質

日,王夷甫相晋,崇尚浮虚,以述流品,卒致倫

夷｡今日不循名真実,使古吏各称職,而先流品,

未知所以致治也｡慎由不得対,由是罷宰相｡

⑲通鑑265 昭宣布天祐2年3月｡｢初,柳壌
及第,不四年為宰相,性情巧軽挑,-同列襲枢 ･

操遠 ･独孤損皆朝廷宿望,意軽之,喫以為憾｡｣と

あり,宰相となるにも順序をふまえた遷転を経る

ことが必須と考えられて居り,才能中心の科挙合

格者といえども急激な昇進は特別な日でみられた

らしいことがわかる｡新店 書223下姦臣下 柳壕

にも同じようなことが記されるが,柳公給の族孫

であったが野郎な性格のため柳氏の同族とは孜わ

れなかったことも記している｡

⑬活河崖氏亦小房最著,崖程亦清河小房也｡世

居楚州宝応県,号八宝崖氏｡ (中略)樫累郡無政

読,小杜相聞程諸女有容徳,致書為英子誘能繋

蔦,程初辞之,謂人目,崖氏之門若有-杜即,其

何堪条｡而杜相堅請不己,程不能免,乃干宝応諾

醍,取一棟姪嫁之,其後誘能貴,為国夫人,而程

之女不顕｡

㊥旧唐書184匡官 楊復恭伝に復恭が仮子山 南

西遺節度使楊守亮に宛てた書簡60通余りが李茂貞

から昭宗に進上されたが,その中の復恭引退の理

由を訴えたものに ｢承天是障家旧業,大姓但積粟

訓兵,不要進奉｡吾於剰榛中援立寿王,有如此魚

心門生天子,既得等位,乃廃定策国老｡｣なる一節

があってその自負のほどを示していたとある｡

⑩旧唐書177 崖胤伝

㊥注⑲に同じ｡

⑮新居書208 怪者下劉希逸伝の記述は時 の前

後関係などに混乱があるのでそのままには受取れ

ないがクーデタ-関係の記掛 王相当に豊富で あ

る｡通鑑262と相補って読むことで,相当な事実

関係を知り得よう｡

⑯通鑑262 昭宗光化3年11月庚寅｡ここに記

された皇后と官官及び昭宗のやりとりは当時これ

らの人々の問で使われていたであろう言語で記さ

れるが生々しい雰囲気を伝える効果をあげている

ようである｡

㊥拙稿 ｢唐の官僚制と怪官｣ (『中国中世史研

究』中国中世史研究会)及び ｢甘露 の変始末｣

(『長野大学紀要』4)

⑯新唐書208 匡老下にはすでに李振ほ程巌か

らク-デタ-の相談を受けていたというが信用で

きない｡

㊥注⑯と同じ伝に,劉季述ほ朱全忠と義兄弟の

約を結んでいたとあるが,通鑑には見えない｡し

かし何ほどかの緊密な関係があったことを裏づけ

る話柄であったのであろう｡

⑳旧居書175 昭宗十子,新唐書70下 表10下宗

窒世系下 昭宗十七子 のいずれにも濃王は見えな

い｡通鑑考異には濃王とは徳王裕が改対されたも

のであろうという｡とすれば,通鑑264 天復3

年2月の記事にでてくる濃王と265天祐元年7月

にのせる徳王のいずれも朱全忠に忌避された皇子
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は同一人物となって二つの記事を無理なくつなげ

て考えることができる｡考異の改封説に従いたい｡

@通鑑265 天祐元年7月に,｢初朱全忠･-局
徳王裕眉目疏秀,且年歯己壮,悪之｡ 私謂崖胤

日,穂王嘗好帝位,豊可復留,公何吉之,胤言於

帝｡帝問全忠｡全忠日,陛下父子之問,臣安敢窃

請,此崖胤売臣耳｡｣とあり,崖胤がとりついだ全

忠の意見に対して昭宗が真意をただしたのに全忠

は胤の作りごとだとごまかしたのである｡

⑳旧居書177 櫨胤伝 ｢胤敷城外木浮国,取鋼鉄

為兵佼｣ 後周の世宗の排仏は兵器,銅銭鋳造の

材料として仏像を致つためであったとはよく聞く

ところであるが (宮崎市定 ｢東洋的近世｣など)

これはその先駆というべきか｡

⑳通鑑264 天復3年2月に李克用が京師によ

こしていた使者の報告で崖胤の行状をきいて吐い

OoOO 0000
たこととして ｢胤為人臣,外倍賊勢,内脅其君,

既執朝政,又捉兵権｡権重則怨多,勢件則質生,
0く)0O 0OOウ
破家亡国,在限中英｣と記して,胡注によれば克

用の見識をわざわざ書きつけているのだ とい う

が,李克用がもし朱全忠の立場にあったとしたら

崖胤を遠ざけたであろうか｡
○

また北夢墳言17に同様な話 をのせ ｢助賊為虐

者,其崖胤平｡破国亡家,必在此人也｣とある｡

実力は朱全忠に劣らぬながら生前遂に帝位につく

のを朱全忠一反逆者から寝返り組の巨頭一に阻ま

れた蓑巣の乱平定の最大の功労者といってよい李

克用に対する同情的雰囲気が作り出した挿話の一

つとして話しつがれたものなのであろう｡他にも

朱全忠の対抗者となった老たちの崖胤評があ る

が,ここではこれに代表させておく｡

別表(日 清河在民略図 (glT唐芸72下表12下宇和世系2下により作成O以下同じ)

※この系図では ｢世系｣に表示される人物以前を図にした.米が表に最初に出る人名｡

瑳業- 豊-く三世略1/一泰

(伯基)

崖業-く七世路)-密

(南祖房) -穀

覇 ロ- ロ- 追 (南祖房b)

諒一 遇一王晶- 遥

I :i= = 芸 :I

(南祖戻a)

･Tご光 (南祖房C)

-;‡:一休 (清河大房)

定一 長講

紘- 京- 哩- 捕- 順之 (･I'a河告州房)
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別表(21撞氏舎房系図 (郭州房)

琶彦穆 ｢ 若緑

君粛IL I:I.≡

君苗｢ 二

君婚

(a) 若美 裸角等

思敬

千里.-1:重亘 ]

別表(4)(南祖房)

別表(3日許州隠 棲房)

或- 回- 子今一 枢- 義直

'C'~勅~ 義玄｢: 二 票 ]

別表(5) (講狗大房)

r= ~:= 二 _ _ _
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(言責) (誠)

嘩 誠-毒藁

△ ( )は旧居言伝



公葦 大賀

亮 士泰

別封6) (･;%河小房)

玄 賢 ロ- ロ- 描

玄弼- 道郁- 綜 - 侶- β垂

別表(7) (講河青州房)

肇師- 国 - 道掩- 万雷- 貞固一 景日ト{ 可
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